
日本善意財団様
ご支援ありがとうございます。

2025年7月19日
ＮＰＯ法人レインボーリボンの活動報告



日本善意財団様のご支援

コロナ禍の2020年10月、「はらぺこレスキュープロジェクト」の立ち上げ資金20万円
のご支援以来、

毎月3万円のご寄付、

夏休み・冬休み・春休みの「ごはんプロジェクト」に10～15万円、

フードパントリー利用者へのオムツ購入、

夏休み、冬休みの「米米プロジェクト」ご支援、

毎月、北川八郎様の有機米30キロ、

理事の岩鬼諭様より季節ごとの贈り物など、

様々なご支援
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2024年8月17日 フードパントリーご利用のIさんからのお手紙

今年の夏も、昨日（7月18日）、各世帯に5キロ
のお米を70袋（総量350キロ）が届きました！
本日午後のフードパントリーで、谷口様にもボ
ランティアご参加いただき、配布させていただ
きます。
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2024年度の実績（１）
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あおとこども食堂は23回実施し、
延べ利用者数 子どもは851人、保護者503人、見学14人、
ボランティア414人
合計 1781人、お弁当提供数は2120個でした。

前年の2023年度は24回
子ども563人、保護者304人、見学49人、ボランティア397人
合計 1313人、お弁当は2057個の提供でした。

子どもは1.5倍
保護者は1.6倍
ボランティアは1.04倍
となりました。



2024年度の実績（２）

NPO法人レインボーリボン 6

フードパントリーは24
回の開催と、個別の
支援23回
1690世帯への食料・
日用品等の提供を行
いました。

世帯内の子どもの数
は3353人でした。

2023年度は
1239世帯
子どもの数は2360人
でした。

世帯数は2.7倍
子ども数は1.4倍
になりました。



フードパントリー利用条件を厳格化しました。

コロナ禍の2020年10月から始めたフードパント
リー。

仕事がなくなるなど、急激に家計が悪化する子
育て家庭が多かったので、特に条件は設けず、
ご希望の方すべてに食品、衛生用品等を配布し
ていました。当時は20世帯ほどへのご支援でし
た。

しかし、コロナ5類移行後もパントリー利用登録
は増え続け、2024年の物価高騰により130世帯
となりました。小さな事務所で開催しているため、
1回に受け入れられる世帯数は70が限界です。

今年度は1回の開催につき60世帯定員とし、定
員に漏れてしまって、どうしても食料が足りない
世帯には特別対応という形をとっています。
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以下の要件にあてはまる方で、
経済的に困窮している方

①18才未満の子ども（障がいが
ある場合は20才まで）を育ててい
る保護者
②親に頼ることができない18才
からおおむね30才までの若者
③公的機関等の紹介がある方

④難民申請中・仮放免中・避難
民など在留資格が不安定で公的
制度を利用できない方

①～④のいずれかにあてはまる
方で、世帯収入が都営住宅入居
基準以内の方

2020年
10月

2024年8月

2025年度 利用登録条件
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「子どもの貧困」は終わっていません
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子どもの貧困率は2018年の14.0％から、2021年は
11.5％と改善
「子どもの貧困」は終わった問題なのか…？

【公益財団法人子どもの貧困対策センターあすのばが実施する「入

学・新生活応援給付金」などの受給世帯（生活保護受給者世帯、住民
税非課税世帯）14,845世帯の保護者、子ども・若者に対するアンケート
調査】



「子どもの貧困」解消へ――
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レインボーリボンの今後の方針

NPO法人として10年を目途に活動してきたレインボーリボンですが、

こども食堂をはじめとした地域に根付いたニーズに応えるため、10年めの節
目を迎えた昨年度、これからも活動を継続することを決めました。

団体としての活動を基盤としながら、

葛飾区の子ども・若者支援の市民運動

ネットワークの要として、

また、民間団体と区行政との協働を進める

立場として、社会的役割を担い、

責任を果たしていきます。
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活動の3つの柱
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こども食堂・
フードパント
リー

いじめ防止
教室

PTA研修
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善意財団様に主にご支援いただいている
こども食堂・フードパントリー事業について

• 物価高・米不足の影響を強く受け、利用者数が私たちのキャパシ
ティーを超えるレベルにまで達してしまいました。そこで今年度からは利用登録の要件を厳格に
し、 しました。

• 利用者の経済状況を要件とはせず、 として位置
づけ、登録は不要、予約のみで参加していただける仕組みとしました。ただし、予約定員に達
した後もフードパントリー登録者等の参加希望を受け入れているため、結果として困難家庭の
利用が大半を占めています。

• こども食堂もフードパントリーも活動の究極の目的は、
、あるいはそうした状況を早期発見し、行政等の支援

につなぐことです。その目的に近づくため、子どもの権利に関する学びを深め、日々の活動に
おいてアンテナを高く立て、機敏に動けるよう、団体としての自己研鑽に努めたいと思います。
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最後に…昨年ご報告したMちゃんのその後
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ご清聴ありがとうございました。
今後ともよろしくお願いいたします。
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